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l ウワナベ古墳東外援

A 泣 11可(PLANI8-21，Pし 2・25-31)

ウワナベ占杭1I!外線の調査に酷しては，後円部の北輔の点延員総から市;ilζ印 ml間隔の地区

制りをおζない，放をふくめてK'L'M'N'Q・pの6地区iζ区舟した(fig.2)。軍54次調査で

はp・0地区iζ各 1*のトレ ンチを設定し，部曲次副査ではK-M地区iζ3醐所の トレンチを

設けた.ζζでは，便宜上北方から P・Q'M・L.j(トレンチとよ(}，各トレ ンチ.<2本以上に

なる場合には技j);号を付する ζ とlζ した。

Pトレンチ p，レンチは， 後円却の ε N-W S方向直径のほほ経~"にあたる。乙の付近は 外湿の現状

耐の品地よりも肋4m高<.南北10m. *西却-10mの小正状の高まりを虫している.陪家の

可能性を考えて調査の女jl裂にした。 トレンチは毘さ描m，幅6.S-8mで，外出から厳に向っ

て股世したが.%臨は国鉄園西本線のため醐盆できt.かった.外挫と泌1'-，ま古11I11!造後fζ造成

された仰い堆杭土があり，それらは大きく 4胞に大}]IJできる。

部 1111 割在の外出である。 もうとも高いお分は海抜78m， 現在の泌からの比高は*，:l4.5m

である d '1N..色砂E土を装闘とする盛土で，土砂のr/]れや粘土の混入状況に応じて数亜緬に細分

する乙とが可能である.惚土は短時期になされており，なかでも西方の打線iζ向つてのびる淡

白色帖!'l止の111脱はJ!f.ぃ。

この外加にともなう泌は割在もなお泥土のijを訓を過行しており，上届の腐蝕土耐と下腐の亦

側色土匝入門白色粘土婦とにわかれる。 2婦にわたってヨシの般が著しく眠り ζ んでいる。

市 2脳 軍 l属よりも一回り鋭曲が小さく ，断面形がカマポコJfjを呈する築堤.その酉限は

現状の灯敏から酎4.5m東に怒り，園都での梅抜76.5m，基底幅約6m，頂$の幅約2.5mの縦

続で，頂点sIC11:南北にのびる浅いi~があヲた.盛土1(11、温の奈良 ・ 平虫時代の土器細片をふく

み，時制色土や茶制色土に割別できる慾分もあるが，主主婦として制分するととはできない。

協は第 l局外担の下ilJ<1ζ幅約6.5m.障さ 1-O.5mの雄制土をとどめる。西方は第 i胞を振の

波閣によってえぐりとられている。堆闘土は粘土と砂の互肘で，4亜局にわかれており，小訟

の1<.盟片を雌入する部分もあった。

軍3崩 買12劇外挫の前身にあたる築犯で，その線瞳はさらに小さい.面白郡i玄海仏i75.5m.

紺4.5m，刊さO.7mnoj後。 乙の築挺は一時の従土ではなく ，少なくとも 3次にわたる盛土であ

り，頂絡につくる南北方向の滑が次第に持上勺ている..e複製から一目低くなる東方の雄前府は

よ ・下 2胞にわかれ，地山に接する下府tζ{叫自給片を混えている。

議のij，般は1.5-0.4mの厚さで，第 1，2 w.iの下!':lllと広が勺ている。J1Wl土は， 1 ，r，灰色
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結土と灰黄尚色砂の互田 2 貰灰色粘土.3 氏自色組砂からなり，少量の奈良 ・平虫時代

の土器片を混えている.

首"lI!進時 節4居 古墳聾itln!iの外埋。拘抜74.7m付近で地山円jり11¥しの外出上而を検出した。外見は
の外樋

相9mにわたうて平組而を忽1." 1立制色パラス土の地山からなる丘陸を削平したもののようで

ある0%方は トレンチ外にのびるが，酉占は買J2風祭壇の酉綜付近からえぐられ，内斜面の基

底紹分を詰中にの乙している。輩出節分IC$火の河原石をふくが，的 2m四方しか後出できな

かった。践存耳石函は彬肱71.2mあた りを下揖とし，#ij抜7L9m付近までのこり I *，~26.0・の傾

斜角度を呈する。日 F肱の甚石は不明であったが.11石は下部から上$1ζ向ってふさ，上下を

通じて 刊にならべる仕切り石も存在する。誠!とは厚さ O.6m前後にn~色粘土あるいは灰色パ

ラス土が堆政し，そのなかに蕗下した百石や地舗片が混在する。

。ト レンチ OトレンチはPトレ ンチの土盛りの市出iζ接するGlKzt定した。現在，打線に接

して，日さO.9m.幅約 1.5mの畦畔があり，それを墳にしてJl[)jでは平川面をはし西方では出

となる。トレンチは民さ24m.幅4mで，泌と出にかげて畳2どした。

mプfの平坦面では，品近まで銚作がなされ厚さ20cmliil後の緋土下iζ，厚さ50cmliij伎の貰灰

色砂置土の床土があるoLt:土の下，梅抜14mあたりで賞制色粘E土の地山田があらわれ， ζれが

占Jj¥聾成時の外出である.外JJil内斜面は桜中にあり .!il下回は梅肱69.9mとなる。その上却に，

はさ 3mにわたる土砂がJffitlする。推砧土は粘土あるいは砂宜土からなり，世簡にわかれ/.ll分

的iζ遺物をとも江うが，堆由時期の誼別はできなか qた.内斜面の基底部付近には，耳石がのζ

る.耳石は幅O.8m，良さ 1.6mの怒分しか検出できなかった.傾斜角は24.0・.11石は Pトレン

チの場合よりも少し小世の河原石で a仕切り百や基石については不明である.また.Pトレンテ

の場合とおなじく ， 耳石両から法隆にかけて ， 路石と樋舗Ji'をふくむ灰色パラス問が~I:曲する.

M トレンチ 前}j部lI!方外出上!ζ，雨Jt60rn. 高さ 3miiU世でJ'半が大きく南半の小さな土盛

りがあり，一見和illJ世円墳の陥家にみえた。トレンチは， 北半と南半の各々に盟四方向 I~いれ

(l¥'II.l¥h) ，両者をつはぐ南北方向にも盟定した(i¥-h.M.)。

調立の結果，ζの土盛りは墳丘でなく .Pトレンチの場合と同じく賞制色パラス土を基調と

する後世の盛り土である乙とが判明した.たとえば.M，トレンチでは，頂渇から約3.5m下降

した鋼所fζ尚灰色柏宜上と暗灰色粘置土からなる 2次にわたる緋土がある.続土の下には制色

枯買上の床土があり，トレンチの西方では海肱73.5mあたりから背灰色粘土の地山となり， ζれ

が8t1tにともなう外坦である.現在の汀線の車方的14.2m以点では，持怯74.3mH近で黄色パ

ラス上の地山となり，毘停がよい。乙のような状況は.M，以外の トレンチでもIiltiWできた。

Kトレンチ 外出の車問問は，北側の日よりも的2.5m高く ，iti北約40m.!U西約25mの台状地形

を呈している.乙乙でも，陪家をかんがえトレンチを睦定した。トレ ンチは東西を出断する K，.

K，南北を縦断する K).K~ をまずIltけた.合状の怨分は近年まで茶畑として利用され. 品上

屈に勝土がある.~井土以下の土厨は P • M トレンチと同じく此色紘買土や.世色パラス土を

誕調とする後世の盤上であり，墳丘ではなか勺た.盛土の下島11ζ旧水回而とかんがえられる以

位ないしは町制色の粘買土があり，その下!こ灰尚也の床上がある。床上の F.梅lU74.1mあた

りから貰制色粘宜止の地山となるが，ζれが占Jltlとともなう外却である。

汀線の東方的30mをへだてた Kz.K5卜レンチにおいて，地Jlr面をjfiJtlζ市姻りし，地拍を
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僻えつけた状担を検出した.外担の周囲をとりまく楢鋪列(SX刊のである。 Kl'K4をふくむ 箱鎗列

SX7~O以西はいくぶん後tIlの費乱を呈りているとはいえ， おおむね平担而をなし， 現在の汀

級以西は下降する.内斜而のl!石'"どの状置については，すでに水位が上ってきたため，調査

を断立せざるをえなかった.控掘範囲内では，現在の町酔の西ブ'J6.5mで内科而の変換点があ

り，その傾斜角は前25・である。しかし，池水によってかなりえぐりとられている ζとは確か

で，必ずしも旧状を伝えるとはいえ江い。

SX740の東約I.5mを隔てて，地山は約20cm下がってS0732となる。滑個は10m内外あり，車 外濠

J日でま た一段高くなっている。時には上下2屈の堆酎があり，よ朋の時制色土t日立高良時代の

近物をふくんでいる ζ とか ら ， 少な く とも奈良時代までは存抗しているととがわかる。車J~!C.

は小住穴が l列，間北iζ走る(SA730)ot，'i良時代以降の小朗自な柵である.

50732の上mの縫酎土から，南北iζ掠れるSD7担を侃りとんでいる。 50734はI SX740の東

約 2mを開てて存在する稲70cm前後の索掘り時である。堆白上は 3胸に区介され， その中聞

の陪灰色枯置土iζは炭化物や埴給，高良時代の土器Itを現在しているので，京且時代iζ開宣そし

たの滑とかんがえられる。

50732， 50734はSX740!と平行しており，少な〈とも I 50732は古墳軍政時10mけられた外

出を周銑する外濠というべきものである.

Lトレンチ KトレンチでE盛田した槌曲折ijSX740を追跡するため. L地区において市北57m，

車西6-11mのトレンテをE定した。

緋土と床土を除去すると !海抜74.8mあたりで黄色枯rrtの地山jfliとなり，Kトレンチで先

比したSX470の北延耳線上I(梢紛Itが散在する.それらは，地舗の上部がIW費したものであり ，

i個ずつのまとまりをもって散在L.若干の京Ji!時代土器片を担えていた。 SX740は一直線iζ

問北にのびる。岨愉列はK トレンチの1m合よりも保存がよ<.師45cm，深さ却cmIJII後の倒Ioを

倒り地紛を樹立している。楠舗は麟付円問地愉を主とし!発御/.KiU北.o.S9mの間で114本を検出

し.10mの問に22木の柑舗を配目しているζとになる。また間休分の車形相柚も検出した 蓋形植繍

が，それがどの位の間隔でrellされていたかは明らかでない。阻々の地愉によって多少の迎い

はあるが.i)下庄の第 1凸措を掴形の上躍に備えて据える。また，地舗の口踊犯で鋪えるため

か，掴形の底iζ若干の土を縄民した後iζ樹Iするものもある。さらに，樹立に聞しては円筒の

内8ilにも土を詰め， 悶定iζ摺立しているo 50732とSD734が埴備刊の東側に平行する。 との

トレンチでは遺摘の保存がよく ， $0732は前印cmの揮さをとどめる.しかし. SX740の西側

は，緋作のためかなり円I平されていた.

ウワナペ古繍外慢の復原 ウワナペ"i1iJtt京外挫のl¥'jj主1(凶辿し，ili外且のAiヘと両北外担のB

庶lζおいて刷愉刊の存在を確認した.その後，奈良県敏行軍且告は航空自衛陪の梅内で，西北

外埋を圃査してその外仰にめぐる塙鎗列と外波とを磁器した(C点〉♂他方，~lþ写真開量lζ よ

勺で世来のJft丘圃晶図を補正した。 ζ のよう'"畳料を併用しはがら，ワワナペ!!i1ftの旧規を田

町しようとするのであるが，方、路定の聾軍も多 (.ζの出ιIは絶対的ではない.

艶銅醐置などでえた外坦iζ閲する百科は Tab.13の通りであるo5地点のうち，旧地虫而!ζ

も。とも近い外出上耐は.Lトレンチである. ζの 卜レンチの陥北見57mを岡てる問の比布で

• !913旬'12月奈良県数宵奈良会は臼術隊梅内で
.L'/fド二iがう事前調"をおこなった.今回のeat-1

に際しては.~R以I!<背1ii員会からJI!倒資料をm
供され。持々 の&'ij"，を受けた.
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外陶施紘上面l:i外F堤U前内斜依面商 内傾斜斜面角

Pトレンチ 75.25m 70.8m 部 .0'

吉晴成以 I~ トレンチ 74.20 

前の地形 M トレンチ 73.50 

69.9 24.0 

は Jt1iのほうが19cm(.Jiい。 ζの傾斜を北方lζ延

長すると 。Pトレンチでの旧地表は梅紘75.678m，

O トレンチでは両依75.328mとなるo Kトレンテ

の梅仏[74.10m は旧地点に近い乙とから， 北2おか

ら副館にかけてゆるやかに傾斜する外粧の状況が

うかがえる.検出した外泌がすべて地山を削り111

したものであるから，ζ の傾斜は古横揺成以前の

旧地JIiにもとずくのであろう.

北西方の外
慢

Kトレンチ H.IO 

LトレンチU化) 7.1.835 

Lトレ J テ(，制) 74.645 

A 点 73.20

C 点 74.3悶

Tab.13 ?ワナベ古机疎外棋のお』抜向

外iA内科1Mの時石は.p・0トレ ンチで磁認した。 i占ドtilCl且存するn石は，tttfiのそれに

比して小粒であり，提州総凶が』来いとはいえ，描石の.tは少年い。 Pトレンチの立石は桂内部

の似坦.¥!t心からl07m!UJI:.::Jilζ位置し.26.0・の傾斜1'1で耳石をふく.乙の野石，lljを処足して外

出上iflilζ臨する上Hを求めると ，下級の点t':l9.7mにあたり，そのJtiCるはt'H.9mとはる。 Oトレ

ンチの耳石必ド制は，後円四1の仮忽中心の%J]的109mlζ位，1し 24.0・の傾斜角で耳石を五〈。

ζ四n1-iifriによって内斜i耐の上騒を求めると ，下棋の車)j的11.7mとなり.その比高，.的5.4m

である.外島市端のKトレンチでは内斜lIiiの鷲右を検出してい江いので.外出上面の勾配と下

届の勾配が比閉すると仮定するならば.Kトレンチにおける fUは向怯曲m刑後になる.ζの

縦定内斜面下級を発姻で検出した外拠地山政1の傾斜車検点にあわせると，京市岡での外出上1M

幅{主的30mとなり，その外ブ'ilClOm舗の外泌がめぐるととにはる。

Jt問)jの外出B点では.6問の組舗が現在の路日iζ伐Iiする。 Pトレンチで挽捌した外型の

内同を後円f軍旧型巾心から折りかえすとほぼ1II軸刊の 1.5m内市りに相当し， ζれが外出の内

問をめぐる制柚タlである ことがわかる。 C点では.!~さ *'110mにわたうてM愉刊を検出し，同

時にその外ji/乙外協がめ ぐる外出を冊認している。 8山との{立目関係からして，そのM輸刊が

外川をめぐるものである ζとがわかる。 そうした 乙とから，同JヒブJでの外出上凶i闘は的24mで

あるととがわかり，外出の北:1ilと南却では，師口がζとなる ζとになる。

爾外i昼 間外JJJの八点iζおいて.J.I!困にならぷ2耐の刷舗がfi.在する。それはs 、'i~JJの位世を保って

おり Kトレンチ四刷給タIJSX740を市fζ延民し. A l.~の，ft倫と町内に結五線が!1tÍr:ÎÌíJ)i~lの

問晶とほぼ平行している。さらにその西延E線上に合形の水凶があり，それを外担の西市剛の

出肺とするζとができる。 ζのζとからA市の均衡舗を市淀の外川をめぐる附愉の珪存とみなす

乙とにした。八内の納備位置に*市隅で世間した外且上耐舗を加えた点が外出の内阿となる。

A点の刷拍の鰐 1凸ti?の向き〈梅紘73.2m)を外拠上磁の1m也必とするならば*市隅の心から

およそ1回 m両方のと ζろで，駒田<m低くなる.つまり，同外l足はI!!，j)jlζ向勺て傾斜し，漸次

低〈江る。市外出にともはう外出の証跡は 6AFB-J 地区において検出していない.しかし，

j地区の西北隅にある5D凶 が5D7却と述給するよヲであるから p 一応ζの付近iζ外出位置を

Ml直する ζともできる。しかし.J地区の遺構続出刷は，位也市外拠上illiから約 2m下勺てお

り，平成五{泊予:.i'1乙隠して硲'J!!ζ敵法されているととになる。

きて，以上の鍛定iζもとずき外担金体の旧観を出b;iするとつぎのようになる。刈外拠外阿と

北外出外阿との晶大距緩422m，市外出上回日大闘l舵305moζの外出の川聞に10m岬後の帽で

外措がめぐる。つぎに ， 外担J Iζ樹立した刷舗の位散を J~ 1l1 しょっ o Lトレンチにおいて長さ 10m
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の範聞に 22本の柑備を樹:i1.す

るととを革曲!とすれば，内聞は

長さ 1.129mで2，483.8本，外M

lま1，306mで2，873.2*.合計で

は5，357本を樹立する.

It!丘琢分tζ対する写真掴畳で

の担撃をのべよう.世円郎と和!

万加が接するあたりの西側fζ

「追出しJがある。 ζの節分は貯

水時には水面下にはみ，干水時

に露出する.その上面は必刊で

tDj肱73.6m，南北耳目m，m四

幅12mの台形を呈する平担耐を

なし周届叫に向うてゆるやか L
に傾斜する。 iU辺と北辺の杭丘 1 

K接する付近iζ刷鱒刊があり，

その高さは侮肱74m前後で地Il¥

しの上町とほぼー置する.後円

認の汗線lζも刷倫閉が露出して

いる節分があり，その向さは悔 fig.20 ウワナベ古腕彼願凶

V 古l/!

肱75m前後である。ζのよう江乙とから 3段話時JJ!fiの軍 1段の上1mが梅ua5-74mの間にあ

り，地出しの上面lもそれに対応しているととになる.さらに墳丘市 l段の刊さと外出上国の品

ちをくらべると，わずかに外出が高い状況に江る。 1m剛を加えるならば，占JItの点Jt:.jiが川く

西南が低い現象は丘践の旧地形!とよるもので，iiiJ);1l!Sおよび外国の酋出泌が盛土であろう。

機11丘

外纏の聖貌 発錨剖査の結果.M!外出上に隆起する上盛りがも、ずれも後世の所IIIである ζ とが その後の
ウワナペ

判明した。土磁りがきわめて恒期間Kおζ江われているので，明治29-{Jo(1896)1ζ凶通した串良

鉄道【現l'Eの由鉄燭o!i本線〉の開設工事にとらなう直上であろう.

Pトレンチで検出した期11・!日胞の軍駐は，いずれも川憎の水位と瓜躍に関町:していない。

江戸時刊に拙かれた桂 'J~::.tf制緩図には ， Pトレンチの北京市IIζ新池と航する澗袖が術かれてお

り (fig ， 37) ， ζ のi&の叫に凪よる可(，~性がつよい。 第 H 府軍担以後， 外拠内斜加は押しく祉蝕

を畳け，ヘドロが用<Jffit1している ζとから，:.1:XlJ的な水位の11'1O.I，つまり加地としての利用

がかんがえられる.外国の東北方の山間銀からの導入水路がとりついている凶係から，とくに

P地区で担触と土砂の機院が進行したのである。買HlR歯車担iζ属する堆剖土中"一手宜時代の土

器が躍入する.ζれは商池和IJJijの開始が字減京泌総後にあり.1i JJl軍成時にまで理らないζ と

を物語る。 S0732は~.Q時代"埋立てられ， そのかわりに S0734が外出に平行する o 5D734は

6AFB-J 地区にあるS0444と鮎ぴ ， ilJ耐の ßlI滑にかんがえられ， バJ 外f~は北京制大聞に藍じ京

外84の外旅は山拙凶と ^nH~を結ぶ泊附iζ~Jm されたのであろっ. (出)i，S0374の1H1"<:j<および

渦のなかの遺物は，4、1込時代の陵墓祭岨と関係するかもしれなL、
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B iu 物 (PL.I05・1国)

ウワナベ古1ftのJI!外出の先制を通じて検出した遺物には，外提上iζ樹草した地1iI.8世紀tζ

醐穿された507担出土の土器li! . さらに凶辺の分ゐ醐~tで民!l!した墳丘地出し付近の土器掴む

どがある。

植総 拙陥列{孟嗣It円問地鎗， 円悶植柚，晶J修¥(!鍋から伝るJ しかし.~JIlìI形円問地愉tζ

顕するものはなも、。そのうち，幽付円向拙柚が);多数を山め.他はきわめて少量である。地愉

刊はK・L地区で検Iliしたが，多くは Fから却2段担血しか民俗せず." それ以上はJ;.々 とは

って周囲i三世<¥iしていた.. L地区北半では比佐的既存状泌が良好で，刷機した状閣のものもあ

り，企Jliをしりヲる bのも少なくない。盤雌のIII合上，ζれらの油輸のすべてについて倹討す

る時間は伝し今副はL地区出土岨備のうちから代必的伝もの数点をえらんで報告する.

董形箱111 J 1i.形植紬 今回の抽丘で検出した形象楢舗は孟形槌舗のみである。 L地区北半で検出した

l倒休日〉と .K地区および6AFB-J地区でブ!J!した細片とがある.. Jは証台III・盟$・朝部

からなるが， 各部分は直接iζ後合しない。埋没状況や!lti土， 製作技法からみて同一個体iζ属

するものとみてよい。踏台市3は底桂iζ 〈らべて口世の大きい新版I逆台形の問形につくる。幅約

8cmの粘土怖を総状tζ貼りあわせてHi$となし， その上iζ~i土級を主主上げて円筒部分を成形す

る.粘土維の制は的lOcmで内 ・外IDHζ成形・掴守生時の相逃があり， 数回の巻上げ単位が随

認できる。内IfIiはf:T織でと出位の闘毛日，外出は断続する斜{をの闘毛日で調整する.基古の上

滑りに志まわりで穿孔する-.l'lの円孔がある.笠絡の中心絡はほぼ平州iζ近いが，外川はわず

かに外Eし江がら下がる。Hはほぼ墨田iζ近い立上りを旦している.笠:mは甚合郎の上出!と貼

り足したもので，その彼合節分の甚ifiilc粘土維をあてて補強する。 Hは情状の粘土を貼付し，

その外Ifif!ζは械刷毛rrをおとなっが， 的 5cmの間隔で強Iくおしつけて，ひだをあらわす。な

お笠認の外向にむから定方向iζ施文する~tmきの円弧文があるが， その全体を知るととはでき

むい。額おおほ斜めに立上り，上錨の鎗抗告訴分の斯刷をコ字形iζつくる。外面には丁司鮮な岨刷毛

闘をおζない，内曲lにはも前方向の指織でをお乙なう.全体tζ焼成が具j{-で談~色を呈r.... . :.U斑

は広い。付近から四)iPJ;肢の破片I式発凡されておらず，もともと四占師阪を伸人してい年い可

能性がある.いずれにせよ，ζのようなmllをとるllJli凶舗は.5世紀の少liの古1Jt!:::掴聞を

みる担l立で，特典な形態といわざるをえない。旭町ll:i55crn， /~大i量64cmである。

2 r弓間埴鎗 円悶柚紛としては l倒体をiUh;(することができた(2)。ただ，口組簡とそれ以

?段の内筒 下は直接{ζ接合しない.しかし制整T怯が辿位する状況はどから同 値体とみてよも、そのJli
泊鎗

態は， 庇世にくらべて上地 2 段の出径がわずかに大きい円筒形を呈している.外而は 6 ~長の凸

fl?で等分し 7段にわけるJH 底:l¥lから買J3段，郊5段にそれぞれ相対するl対の円孔を聞

き，上ド2口の円孔の)j向は剖/'1線上{ζ位置する.給上を桂上げて成形し，期2段，買14段，

- 鰭付円r::riOl愉;丸円筒梢舗の際念仏属するが。
ここでは記述止両Eを区別する.

" 円筒地舗の銅3分名都民.f'，{!，::.ド)iから上)j:二
館 1凸¥i::，in2凸f31 とよ-".円筒曜.. 
から!!ll凸41?の問1:inl及。;:fn凸者?と節2凸
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併の間金賞¥2段とよぴ!凸4;?の条敏が増加する
ごと弘段散も精すことi二なる.ただ.1及J段は
口跡栂とよぶこともある.

・・・ rj詩文研1/'縦1970Jp.36で凸{iH 条とずるの
は訂正する.
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貫16段.!1l 7 11<1ζ絵上げ単位の証跡をとどめるJ 内而の掴聾は壇上11l/t位の悩tζ対応して，

第2盟加衝で，第411<斜刷毛周，第6田縦刷毛日+術衝で，軍7世繍刷芭固と藍化して

いる.外i1iilま縦刷毛目の調整後iζ凸拡を貼付し，各世の全幅ま たは半価を揖刷毛日で調整し，

その後iζ再度凸mlζ償織での調整をお ζなう.ただ，餌3凸ti?と4段目の躍する恕分では，開

艶の市11f.が逆になり ，横刷毛回調墜をあとにお ζ江っ.ζれは，まず下旬の成形 ・国型患が買14段

までll!し，ある起置かたまった状躍で，それ以上の白についてさきの工程をくりかえすζとを

示す。部4!'ilζ見る岩上げ単位直跡は他と ζとなり円筒の t下をわかっζとになる。口揖舘外

而は断続する綴刷毛日の調整にとどま り，端却の外川iζ粘土絡を世さ凸;;状につくる.淡貰色

を ~する軟Eの岨紛であ õが， 桂成は均一である。 なお， 期 2 凸柑以上の外而全体iζ赤色盟:ð

をおとなう。世田町97cm，口世45cm.底世32.2cmo

門間柄舗が底却の 腔しか銭存しないときには後述の餅付円問地鎗との区別は容且でない。 董と阿簡の
組合せ

しかし.L地区では 21C類似するものはなく ， また，孟陪埴輪(1 )は円向埴倫(2)と近佳して

存在L.2の口径と 1の詰台湾分の;a笹とほぼ合置しているので.2の上iζ lをのせたζとが

かんがえられる.

3 蛾付門間続舗 餅付問問組給は上遣の円悶埴紛IC比して小さ<.また.Zl商が低<.庇径

と口匝の豊があまりIj:い。円間部は 6条の凸41;で71'11ζわけ両聞に簡を付す.その形態および

遇孔の形状などから A ・8の2極掴tζわかっζとができる。

聞付内向.，倫A(3)は第 711<. つまり口晶窃の帽を他の段よりも狭くする。 まず幅 8，m程

度で紛状の甚a容をつくり，その上に左回りに粘土紐を巻上げる.円阿部の外而には緩聞毛目を

さきにお 乙 ない， ついで凸需をつけて， その問iζ蝿刷毛日をおと ない， 凸{i~ 1ζ出制でを施す。

その際，円砧掃の描刷毛目は迎粧せず，周囲を量生固にわけてお ζなう。内面は丁寧な縦刷毛目で

悶担するが，それは 7匝にわかれ，外国の開眼の区切り及び断而の継ぎ目とも対応し，経上げ

m位の)1足跡として開解できる。回線惚内iffiのみは醐刷毛目をおとなう。同町の両側には散条の

縦IC::0:い~Jみ目をいれて簡を貼りつけ る。 簡は粘土叡を口組端部から即 2 凸柑までの長さで，

上端を且方形iζド端を斜めに箆でmちおとす。その占!!!Iζは内"}iからタキブJへの$1刷毛目をお乙

広い，地面はlal障でで控えている.遺孔は曲部を左右に置く場合，円間部の前後で 1対をなす

(lr.inに穿孔しており，その位置と孔の形はつぎの通りである。軍2段tjt失 円形孔，買14陸中

央 E方形孔.!1l4段右円形孔，第5盟主 三角形孔，第6段rt失且方形孔，第7段左右

三角形孔.ζの場合，三角形孔は他の孔よりも小さいo !1l5段外I而の銑に近い:iI!分iζ4本の

自蹄からなる担摘さ文段があるが，全形不明であるo 11;制色を皇し，軟Rであるが且u証はなく ，

外面の第 2凸冊以上には赤色塗tiをおζなうている. 悶さ82cm.円向陸後35.5cm，円筒口怪

38.7cm， D大幅【幽を合む)52cm。

もう l銅の崎付円向櫨鎗A(4)はおおむね 3と同じ形態をとるが， 問問内面の珂聾と遇孔の

llUl1.がとと江る.内而iζは粘土紐の痕跡をとどめ，下位から姉慢で，斜醐主目，縦刷毛目，横

繍での豚11ζ制聾する。およそ那 3凸;i?，期5凸措，閉6凸f1?に巻上IjJl1位の眠跡がみとめられ

るが，摺3凸引の部分がとくに顕著である。週孔は摺3田中央 円形孔，開4田中央 E方忠

- 門間の検討を通じて，成形に際しては下方か
らよみまでー鉱に粘土紐を巻上げたのではな〈
定の悩を"'~あげた段断で ー旦休止し その

後1:.1:1j部分をつ」Vたしている.ことでは気に
稔よげた部分を@上げ単位とよぶことにする.
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孔， 摺 5田正三角形孔， 摺 5 旺右円形孔， 却 6 段，~，央長主iJ~孔， 却 7 段左布三角形孔

とする。努l5 腔右の円形孔は箆I~ き tt総で下半を阻む。僚のっ く りは 3 と藍らなL 、が， 下拙が

第2凸帯1乙篠していない。高さ78cm，f1J向眠笹33cm，円筒口径40.5cm，最大幅50.5cm。

陣付円向油輸Aは埴給刊の大半を占めるが，内面l調整を縦刷毛回のみでおとなう 3と，指!!I

でを混用する 4との栂i盆，さらには透孔位置などが全体の江かでどのような位也を占めるかな

どについては検討をおζなっていない。

簡付内問地給Bについては l個体を宙服した(5)0 5は口組郎とそれ以ドとは副臨IC控合で

きない。 3・41ζ比べて全体に大作りである。 円問書官は 6条の凸却をめぐらし 7段にわけ

る。第?段が{也よりも狭いζ とは 3，4と同じである。外面の悶担は，縦刷毛目をさきにおこ

なL、。のちに横刷E目をお乙なう。内面の調怪は， 下からJ針胴で，剥刷毛目，縦問毛自の/IIi

であるが， 上郊の縦刷毛自の凸 .:i}~にあたる惚分は， 凸時貼付時のllH慢でによって消去してい

る。銘は大きく ，軍 l凸JIFからはじまり口砧叫にまでおよぶのであろう。その下部はおよそ出

3段iζ相当するあたりから斜めに政ちおとす。また E 儲のJT而iζは2条のtt線による時取りを

おζなっている。淡黄色をsL，比較的軟置である。世阪高伺 7cm，円筒匝世32cm，円同口

世36.6cm，最大幅出6<m。タネ担の¥d鎗刊のt，かでは挺例{ζ属rるJ

舟の線刻 輯fサ円筒埴紛のなかに，舟を抱でI白いたものがある。 6は41ζ罰する埴舗の第5段中央やや

右寄りに悩いたものとみられる。絵は l 本の弧蹄を~L ， それに 9 本の斜線を主主するもので ，

舟体と怖を去現したものとみられる。

須恵器 Pトレンチの耳石上で，型車器占の磁片を克J!した。頂郎の怯線が鈍く ，頂郎との墳に

川拙をいれる。[1桂部はほぼ町立 L，端却をまるく仕上げている。政!置で陪灰fJ色をEする。

形悠からすれば，向巴古2託社UIのTKIO!型式IC類似するCfig.24←4)。

SD132・SD734出土の土器 外駐にそって市川ずるSD734の堆積屈は大きく 3厨にわかれ，

各府から土毘片や埴鎗1\を発見した。崎柏は別として ， jjl物の~く は平級車造官以後のもので

あり，その出土品は比較的多い。最下照の軍3田からは京良時代前半の土師器 ・宮山器を尭且

し，上胞の第 2 • 1 聞からは~þ!:時代世半から平安時問中切に王る土師器 ・ 剖車時 ・ 灰利陶器

.緑勅向器などが出土した(fig.2!)。

7・8・10は軍3聞の土器である。 7・81;tao手法で醐挫する土師器の小型mlo10は底惚外国

!と昆切f在をとどめる剖車器の皿 BIIで，描 11時土器iζ属する。 9は却2師，11は軍 1聞からlJl

土した灰軸向器である。 9は主主の底部で，体調1の内外をロクロでIJ上げ，外庄市i乙糸切症をと

どめる。 11は体措外国は平行叩きをカキ目で出し，内聞に同心円のあて絞IIIがある。緑附山内

としては，杯Bの酷片がある。 断師三1'，形を呈する付け高台をつIj，Wll外1u11ζは糸切り出，

内而には三文 トチンの厄跡がある。軸車がほ$外而以外の企ffliにかかっている。硬向。

SD734の車聞に位置する外法S0732の埋立土からも，奈μ時代前半の土器が出土している。

1-6はその主な!Ji耳器である。いずれもSD485上田の特世とよ く一致している。 2を臨む、た

以外はすべて 1l!1土器iζ凪する。二審陶器の細川が 2/，;.ある(COLORPLATE 2)。器形のわか

るものは， ロ桂1O.lcm前後の小型肌iζ匝原できるもので.11緑間協はまるくおさめ，内外国

iζ棋と自の軸をかける。軟陶。

- 他の古1院の場合での飾付円筒埴舗では，ニの健がー般的で.1.'1付門間柑愉Aのほうが拠形である.
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ア 実ヨース
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fig.21 50732 ・SD734111上土器実胡図

造り出しの土審 明正の造IUし概付近で，若干の土器Jtを探wした。それは.qLl!(器片を主と

し，少量の土師時Jtと土盟品を合む。土器片は，いずれも嗣片でかつ池水で抗われているため

車両が者しく風化している。全形を出即しうるものはないが，明らかに同一個体とみられるも

のがあり，本米は逝UIしに供献されていた土器畑出水巾iζ転1&したものであろう。

fltl.L{Zi 胎土はいずれも粗い砂をふくみ.tJ.肝では江い。控成の良野はものと悪いものが 須恵器

あり，焼ひずみもみられる。 1 灰制色を呈し，硬慣のものo 2 明制灰色を虫し，やや梗置の

もの。 3 砂1側白色を旦し，軟置のものが存在する。いずれも響誌で焼成したものである。破

片数からすれば 1が少なし 2が多い。 ほとんどの土慌には位成削!と丹盛りを絡している。桂

成段階で国Eが尚〈なったものはくすんだ暗他色を車し，温度の{IH、ものはりj闘の丹色を呈し

ている。出はいずれもロクロで成形している。ロクロ自慢でを基本とし，榔師会能状文，栂循さ

~J 点文， カキ固などで虫面を調整するが， きわめて鋭い舗郭を呈している.器屈としては I .ti 

台 ・且 ・誼 ・蓋などがみとめられるo 7， 8 I 9 {ま韮杯で，直立する口砧をつける.商事不の全

体をしるのは困難であるが，杯怒口届と!l:徳との埴tζ畿をつくるもの(11). 墳が不明瞭のもの

(12)がある。 171草木型の高綜であろう.小型の出(10'13-16)はよお絞的多いが，いずれも口封と

期との問でくぴれ，円輔が外制する。期滞と日f:l5!C締摘さ晶状文をいれるものもあるo 18は大

型の由。思1と同iζ織締き位状文を配する。器台は 2個体以上ある。 19はほぼ企Jf)のうかがえる

もの，停に台を貼りあわせた箆の到lみ日が~j聞にみえる。稲描き波状文， 櫛術会刊J.'.(文， 凹輯

文などで飾り，裾ひろがりの台脚iζ長方形の遇孔をあける.なお，l:t醐図はすべて図上型原の

ため，必ずしも正磁で江いJ

2 土師E 土師器としては，小荷停の脚彬や庇掃の突出する鉢の破片がある.少量でしかも 魚形土担晶

嗣J:であるため，細目震については不明である。土師置の土型品が3点(22-剖〉ある。そのうち，

2点は小魚をあらわしI Ibは体状の器である.いずれも手づくねでつ〈り，漢字卜江波型であ

るが，特融をよくとらえている。

・ 須恵11:の衡感1<あたヲては楽以A学助l<授w辺側三氏のl<示をえた.
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2 平塚 l号墳

A 遺構 (PLAN22，PL.32・33)

fig.22 平線 I:}t.n: l~石二"測図
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6AFB-1-I・I地区において，西面する帆立貝式の前1i

桂円111の盟骸を発見した。遺構は高艮平安時代の整地而

下に存在し，墳EのjjiJ方郎から佳円部にかけての一部，

m丘を凪脱する周tdからなる。古111の敵地は，平械京地

討に際しての条坊世定の旺階，つまり第 I次臨地時期に

おとなわれ，前方部の円IJ5fと周植の埋立てが同時に江8

れている。しかし，北詰はその怯も由地として苗る。

悶溢IまJiiJ方略の北 ・南 ・西国惚升で検出し北誌の最大

幅((びれ鶴上級と北J詳の間〉は21.m. 品小幅〈附方様南丙

湖付近上級と北"'との問〉が 15.5mである。 南詰の最大軒

( (びれ惚上縁と雨r，の間)22.Sm，最小幅20mである。酉

Jぷについては幅 6.5mを発掘したが， 西岸は尭嗣区外に

あり確認していない。間接南北岡t;1の品大距離は68mで

ある。周誌は罪掘りの詰で，南北河I草花は1<!捉や内斜町

{ζ世ける耳石は存在しない。泌の底には多少の凹凸が存

するが，基本的には平坦u'iHζ掘っている。ただ旧地形iζ

従うのか，南西Iζ向って少し く低くなる。誌には出灰色

の粘土ないしは灰知色砂宜土が.30cm内外の17さで雄

前し，准杭土!とは水位植物の毛恨がみられ，一応の市水

j}(i児がかんがえられる(fig.5)。

間指{ζ向って下降する111丘斜面には耳石が盟存する。

河原石を用いて墳丘の耳込土の上にlfく。n右聞は前方

却で 26030'前後， 後円郎で 33040'前佐の傾斜角をらつ

が，北町にくらべて南町の傾斜角の方が強い。耳石は111

丘最下踊iζ径 25cm内外の大型石を韮石としてならべ，

そのよ部Iζ 下方から上方i乙河原石を小ロ酎にしてlfくの

であるが， およそ 1.2-1.5mの間隔で中型の仕切り石

を耳石lζ直交してならべ， その問を匝lScm内外の小型

石で埋める。耳石をたどっていくと'M，-の平而形がわか

る。それによれば，前方郊の鋭校は京商会長18m，くび

れ1拡幅26.8m，別桂付近の幅28.6mとなる。後円却の下
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棋は南面くぴれ惣から)JHU方へ18 . 5m ， 北而〈ぴれ郎の束--;jへ 6m升の民さを倹山した。 1，'J~ 演長の複原

雌却の珂低監によるためか，正円弧を揃いていない。措銅範間もliiくiU原の国鴛なと ζろであ

るが，およそ位置50m])IJ後の組院が担定できる.以上のよう なと とから，1ft丘の企民が約70m

で，その周聞に周蹄型の協をめぐらす帆立且式ijiJ:t.i後円1ftがかんがえられるのである。

前方市3西北岡と市而〈びれ怒を結ぷ磁を墳にして迫例検J1¥i;国のj闘が相迎する。すなわち，

東北却では黄色結土の地山となり，両市絡では時間色パラス躍り土による整地土である。前方

市地山担分と整地土の部舟にわたって1ft正軍成以前Iζ属する蛇行杭輩園調 ($0461)が存在して

いる ζとから，乙の担地カli!;J1t造営酬にお 乙なわれているととがわかる。

後円憾の西北認が一白河 〈残存しており，1両方1切にくらべて墳丘の状況を比般的よくとどめ

ている。 ζζでは，世円将 占止の一部とそれをめぐる円阿泊鎗刊を検出した。桂門部付近のj也

山は梅仏i73.5-73.6mで，その上自信は盛土で聾成する。ま1"，.!.U色粘土，つぎに附悩色土と合様

車他色土を盛って聾成するのであるが， 現在では 1.5mのH土をとどめるにすぎない.円向地

鎗列は1ft丘第2段の挺をめぐる。補給位置を占師りにして担えつげたのであるうが，倒形は検

出でき f!かったo ~長円絡をめぐる円筒植鎗 7 本 ， lIIJ方郊にのびる円問地輸 i本をとどめる。組

舗はいずれも甚却しか!l!存してい低いけれども，ドI向刷舗の凸fl?をII!丘却 1段の刊さとするな

らば，その梅肱刊は74m前後となる。

後円:lllζ伐存する盛jが，国脱するM陥91Jよりも日い乙とから，後円部が2段毘であったζ

とがうかがえる.他)]，刷鈎列が後円却の西聞にまでめぐっているととから，削方t唱が l段で

あった ζ とがわかる。 l両方緒北diiの耳石の傾斜1'1をJ'fiHb:74mまで延長すると第 lel聾の高さは

1.7m帥後と'.り，銭円の幅は的3.3m.後円沼市町耳石傾斜角を14mまで延民するとl!右の師

は約3.5mとなる.

検出した朋極のiiiは，北1:‘と市山とで的 1mの刊悦控を示している。しかし，本米II!丘賀11 

段の1日さ程直の盟国をめくらしたものか，Inl由形IC1I'1:う北町市低の低い12にとどまるものであ

勺たかについてはIYJらかで江い。なお，由民lしうるlJtIi軍 !日の高さは，ウワナペ古II!の外埋

上面とほぼ等しい.

B 遺物 (PL.107・108)

平塚 l-I}墳の河出およU堕(7-rtTiのi([上iζは，1~lj<M舗や円阿梢柚nが散布し I 1.;下の土器

}-)-も且じ勺ていた。後円ffl!をめぐる川向刷柚6*を即位自で倹IUしたほかは，いずれも即位置

を遊慢していた。 しかし，北くびれ:mのn1i付近から水山形刷舗を!t中して倹111し.~ 1f3.梢給

や li.形埴愉などをめil1i 1'磁のHUt剖届及び~~IIIで倹 lil した. ζのζ とから ， 北〈びれ綿付近に水

山形埴鎗をおさ ，lÌ~1jl沼田上iζ家I~地舗などが配置されていた ζ とが錐聞できる.

形象埴鎗 形象柿鎗としては.*形納輸 .l立形.，紬 ・水山形納舗 ・思形刷舗などがあ q た。し

かし，いずれも制片であり全形をしる ζ とが闘爆であるo lII.明にあたっては間々の f怯は輸す

る乙ととする。

1 米形刷輸(25-40) 家形埴柚の破nには匝恨 .!il凪 ・併 ・似合 !i~ ・ !lt.よどの:m分がある 家

が，それらをあわせて全体をつかがう ζ とはできないo 25は棟に接する破風鮫頂加の断J:であ
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る.上端をまるくつくる川平江阪で，"一 !Mの合~ji:郎iζ陣地を貼りつけた出陣があり ， 他而には

丸悼の一部をとどめる。 26は微風からのぞ〈棟端である。断而が半円形を呈する木口をそぎお

とl，木円而にはカマポコ弓!の周揖にそってー径の沈級文を施す。 27は丸棟の-:llである.押

Hを日平円;i;であらわし.その1mを縦剛1'011で国宝ちする。 25・26とともに同 問体をなす入n

阪地りの脳似地分を構成するものであろう。

28 ・ 29は入n~.41りの同住民恨指分の磁1\である.. 28は四怯H恨のよノJ切占臣艇に近い:ll分

であり，29は軒先に近い渇分で裳耐は唱と tをするために隠さをl1'lしている.ともに 2~長を 1 Ml 

とする愉融を 2口iこいれ，その聞を白線で区切る純子の距摘さ文織を胞す。

30は一応切輩出りのij~風民/c;tt!足する。拙が弧状を屯する阪の1<軒iζ箆陥きrλ純文をいれる

が.-ifliの外相i乙llii!をおき，その内側IC.2 ~民 1 耐1の1t線文をいれる。他而はH取りの i 拙だ

げである.31はJt/;l!にのせた械飾り，むい しIt押Hをあらわすb的であろう.丸械の国綿花そ

勺て織毘の 2 ~誌の紘3".. :1:'を入学形に貼りあわせたもので，先端の岡山治、ら剖日をいれて佑子文

織をあらわす。 30・31は"ii.制色を草する軟11の梢倫1，で同一間体とかんがえられる。

32は~I聾の盟ををj市平な凸引でJ!.現したものであるう。 33 1ま明とれの縮分である。!?には lt

でさりと今た部分をとどめ，人口むいしは車lζ睦する位置にあたる ζとがわかる.住は1司平な

凸JEを貼りたしてあらわす..34は裾台却と住f草分の破片である."は33と同じく[，"1;P:えよ凸41?で

あらわすが，入nにあたるら l<艇をあらわす局分をととめる.上l/iiのτJf..H¥な保台:1<は住を貼

付けたのちに，仙台したものである。 37は相"を距陥きoJ:棋であらわす間jlJ:':1)でそれに臨する割

に 2 ~のJt:摘さ比柑をいれるのは ， ~\~の も置出をあらわしているのであろう。 35 ・ 36 も恨の舷，.，

であり ， 附伎を 3 ~弘北韓でl-H)す. 38は左{;を""政ちにするれの似1¥である。

40はめ~fÌ'の隅P， 諸分である.岐に接する泌分は上I~，jを'[':.HI.にし . 倒的Iを斜めに.I~下する例外

而は丁駅な刷毛円で剖裂する。39も垂下するf.if台市:の般片で，仕組文で帥る。

'E 2 j罰死去刷柚 (45-50) 晶IBM般の破片はi乞般的多く ，珂U:Uおよび笠泌で 3倒体以上，凹))帥

相で4， 3似休日よそ硝起した.基台:llについては.p]間柄絢と::;t}Jljできず，不明である.

49はJtf~で検出した.各自都庁が肉桂fζ合歓し低いが， 船上， 焼成， 出"ドなどから問 的体と

みるれる.j件銭形の宜掃の百点IC円筒形の聞を付す.捕の上地と下地には会 1~長のi司平凸;i?めぐ

らす.笠却の ~1 q:Jlに 1 後のJ;;VI~円J;?をめぐらし， 門市とHとの川を 23民の横線で回 l ， その 11\1

に2主 1創lの綬線をよ下下山に配する。成形は}fd，'崎からっくりはじめ，笠滞の上半:':!lにおよ

び，その後笠芯の下却を貼りたしている。町i也白内外および，盟諸外IflIは横刷E日をお乙ない，

笠Iぷ内加はも貨継でによ勺て嗣裂する.むお， 開局外的iにけゆh悼を妓す。 ~さ('\'1.1.1・ら閉まで》

29Acm，出怪630mが惟定できる.50は小，.，であるが.m織の側耐に餅をつけた組跡があり，

49と典なる形態の笠却の(r:丘が推測できる。 45はほぼ全形がうかがわれる四方飾似である。 5正

川を'1'心にして，弼}診の飾似をト F形に貼合したもので，そも阪の上ドには皇居拭の飾りを小姑土

45を貼りたしてあらわず.呈附以下の柚郎は欠iたしてない.四方飾りのお醐1Mは距削りによっ

て形を思える。阪の点裂は岡モ自の剖症をお ζ な勺たのち，距摘さ O)i'.t拙文峨を施す.舷と上

蛸は弧線でH取りをおζない，虹のrjl;Jとには内岬を 3区両する山見方形を出〈。下聞に'''，取

りが江〈 。叫線で士休を3区阿ずる。推定的32cm.品大綱74cm，46は矧似する回lij¥jjj恨の破

片ゼが，ifjrJl火の曲Il)i形の"，央区iζ過孔4をつくる。これに掴する破片は多L、。
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3 水品形M給日1-56) 萌古都6伺，町f事3個，羽部4倒の殴片ーがあるが，いずれも粘土師で 水 島

結上げてつ くる。いずれも破片で筏告できるものはない。 51・52・53は甘をIてる水凡をJ，割
したものである。胞立する町出訟に中型の踊祁をつけるが，明は欠失する。車両を剛主白と慢で

によって嗣盤し，岡田lを竹官であらわ し，河側iζ円形i'I-文で耳らしきものをあらわすo 54は討

を Ij~方にのぼす水むをÆlI.したものである。頭部と百との壇は不明睡であり ， 司町は甚:'1<を践し

て欠失する.閉が闘に悼する胸の付近はわずかに盟存するが，嗣$1ま火失している。表面は指

自慢でで調整し， ゲ'ri1文で両眼をあらわずが耳らしきものはない。頭 ・ 胞の却升tζ剖!日色のm~

があるほかは貴闘也を呈する。胴都の舷片では，閉まわりのま1毛を此組でJ!型したもの，民 -

!l!臨部分とかんがえられるものがある。それらの外耐はいずれも砧徹でで酎僻する.半柿円形

を監ねて羽似を車型したもの(55) と . 平打線で)~羽艇を11.型したものとがある〈田〉。

4 lU~埴給 (57-59) 鞍 ・揖 ・脚の$分の敵JTである.いずれも北Qから出土したo571ま脚 局

の認分である.粘土紐を怨 tげてIfrrfriが卵形を旦する向をつくり，下地tζ闘をあらわす.団は

鞍の後倫から庇震の節分である。凸帯を貼付りて後舗をあらわし， 後紛の磁付近から JJ~Iζかり

て4条の凸e目を貼りつけて尻撃の1rAfi?をあらわす。内側の 2条は吏災ずる.出の!'Yから尻にか

げでは刷E目で悶砲し，JJL繋は撫で剖路したのち，見で個出をJ;JJりおとしているo59は貨の部

分の2nである。柏崎の指分をを粘土仮に貼りつげたAllであるが，枯J..../I11とは毘でw.ちおと

した側副をとどめており，陣泥仮上iζ狩をおいたものである ζとがわかる。なお粘土板の立制確

1M には胴tζ貼合した昨の沈級をとどめている。輪開の-$IC!'IM厄跡をとどめる.ζれらのほ

かに鐙の小片が 3Jiあるが，いずれも陣柁伎に貼付したものである。乙のζ とから，少江くと

も 2 踊以上のlU~J消輔が1Mしたととがわかる.他iζJ;;i平な仮に 2 倒を 1 ~1とする刺~文をあ

らわすものがあり. .I.'~Jf~柑紛の部品の 1 $であろうか。

5 不明形象地給 (41--14) 42・43はU)jmの粘土阪に竹骨文を鈍したものである。叫形はゆ

るやかな弧形をJAしていたらしく ，外柑が内押する。 JtlC外押する内Wo象1)熔耐があり，本休

へ貼りつけたζとがうかがわれるが，41の両側Wζは制緩凶Iがな く， *，が型j巴のド'1凸を呈する

ようであるから，先端の縮分とおもわれる.また制11m)の杭'"からすれば，42と43は迎絞する

箱分の磁片ではなく ，左心にわかれる。いずれも一山iζ4胡を l組とする竹官文を施し，丹生

り出跡をとどめるo 44は仮の端却をとどめるものである.端忽はわずかに視を怖くようであり。

外国1C2条の枕線と睦杉文の箆捕さ文総をいれるo 1{j形柿備の外紐であろうか。

円筒纏" ~)彰をとどめる円町制舗はない。 曲はよ下のIìJi J 1 を一体iζ組あわせたもので， 必ず

しも同一似体ではないo 4条の凸叩で 5f立にわける/'fJf;7jの第3肢と第4段に一刻の円形孔を穿

ち，各段の孔は互に出向ブJ阿 f叫世間する。外耐には綬削E目をおζなったのち凸:Uをつけ 院

副主回をSをす.闘主目は組く，比較的乱績で，峨刷UIは約5cmの間闘をおいて強掘をつけて

いる。内面の阻整は乱縦な倉lJjjI'Jの術自慢ででおζ なうが.部4・5段の内面は左回りの繍また

は斜め方向の刷毛闘で捌盤する。全体iζ」町仙色を品する軟買で悶，Ill，色の拠斑の怒舟がある。彼

b;1丙62cm，U世33cm，庇径2Ocmo63は¥1$から到にかげての明朗形刷倫の1iiJ¥である.珂I切

に貼付した凸fi?の血跡をとどめる。円向却とH:lllとの唱にー凸Jifを貼りつげ，その下段に 1封

の円孔を穿つ。内外の胡盤は円問埴倫とかわらない。1'1悶印刷出29.5cm。

須恵器 Jt~の部 2 ð、終地肘から 8 世紀初凶の訟が山ょしている (fjg .24 1)0 
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3 平塚 2~;'ffl 

A il! 品理 (PLAN.22， PL.34・35)

6AFB-G・H地区で凶耐するliiJ:;Jj後円J貴のJiiJ)j郎，およびそれを間放する刷協を験出した。

前方後円繍 境丘の即'J~ドは正しく ， もっとも保t;:のよい地分でtIEさ70cmjjiJ後をとどめるにすぎない。墳五

耐1j :~の耳石は芋じて1u跡をとどめるにすぎず， 市桜は目114ーされて組跡すらとどめてい低い。

j羽也iは前方帽のJtifiと田町で総出した。 画以の幅(前ノJ部【l'央の残存JHil総と西山上.."結ぶ

陀鰻) {ま 10m内外であるが， 出みになるにしたがって;~躯を唱している。北協の幅〈前Jj卸北山

残存Jtμ上Uと JtJ;!上総を結ぶ!II!~I:) Iま 8 m内外である。~のí1.4Jt間 1'1 は正ifCJ Iζならず!ゴt:.J;~が岸(:180 0

のJlI庄で西};qことりっき，mプ'j!ζlilJうにしたがって市{C振れている。さらに，北山は平塚 l号脱

出l日と衣桁し， 地iI.1で幅約5.5mの外院をむ勺ている。 川誠の出却はほぼ平坦而をなすが，IiL

北方が川 <.西北方が低い。眠には20cm内外の以さで制色刷砂やn¥灰色粘土が土佐加し，Jl;水し

た状況をとどめる。 また. IItGに挫する精分には市干した耳石と梢姶片が混在した(fig.5)。

ー.. 
11t丘の裾却には，河以石でふいた耳石が盟存する。耳石は斜l悶に制色

土と出灰色の~込めi を敷いた白ら . 1 f}JJtと閉じ方法でふく。すなわ

ち 1ft丘下wこ径 25cm内外のノぇ型のがiIJJ;!~Gを1.\石としてならべ ， その上

加に ¥-2mの問削をおいて且ィJに副交する i条のH切り石を酎みあげ

る。ζの仕切り石と仕切り石の聞は， 径15cm内外の小型石で埋める。

酉両耳石ド祉はほぼ全員分を検/1¥したが，北西間付近では奈良時代の

S0485によって火きくえぐられている。 また市)jでは耳石を SG520の

洲浜として再利用しているため，比較的保作がよかった。山田耳石は磁

波が苫しく平 じて叫1-iをとどめるにすぎない。山:;Jf郎北西闘の}fJl!!:は前

日。却'であり，Jt:.iui耳石の傾斜f1J290，国出耳石の傾斜1'1は約28"である。

的)j却11IGの凹uij下組の'eUは41m，Jt而下組は21mを検出したが，

jiiJブJ燃はさら!C:JtUjと南}ilζのびる。北頑と同鋭悼のm泌を想定するな

切 ら{;(.l!tuoHJで来四日 2{m以 上 十1北幅42.5m(復原他〉の前方部Iと，

8m内外の帽で問泌がめぐっていたことIζ江る。前方織の迫情は地山而

で検出したが，四面耳石付近で古J1t!ß1I主以前の ii'~を縮担している。なお !

ぷ掠 1号i直後内総北耳石下棋が晦抜72.2m凶後にあり 2社l!t前方勾u七

n.fi下組がifl)依7!.Om前後{Cある乙とからして， 2 {~.墳の 11tG.が企体的

に 1号墳よりも 1mIIiJ佳低くかったことが想像できる。

fig.23 平以2り1ft
ll1'i'J!側関

後円却についてはまったく下掛りをつかんでいないが，おそらく束三

tJiJ¥.f件付近がほ日中心たにあたるめ，平城京地日時に桜滅的{ζ{位協され

ているであろっ。
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B 遺物 (PL"109) 

平塚2号1ftからは，If)象地伯，円山I組曲，司直躍を険IUした.それらは.jjiJ方市の北町1 四

;t隅，問問.m面にわたる詰ないしは耳石上商で磁J¥"'ζ江ぅて毘且されたものであり，即位E

で検出したものはない。出土地点別の柑舗の居間は平線 1号1ftと同じような傾向を示す。すな

わち，前方四四国!日ま勘噛及び盾の純舗があり.Hi而くびれ叩付近ICは水臼が多い。家iB・蓋

iB刷舗や円筒埴舗は各所に阻在していた.

纏 鎗 形象拙舗としては . *型地紛 ・ 品iU~.Ij直鎗 ・ 厨If)植舗 ， m巾形紬舗 ・ 水品形柑倫 ・ 動物

If)Juj輸があり，ほかに円向積軸 ・朝顔形円筒植舗などがある.それらはいずれも細Ji"であり全

形をうかがう ζ とはできない。

，戻形地愉 (63-曲) 63は切主且恨の破風仮の制緩した部舟である。北線で嗣Itと押拙をあ家

らわす.機木舗は欠落するが，聾通り明の匝跡をとどめる.他の毘恨の破片tζ，押砧を品平な

凸帯であらわすものがある.そのほか倫子文様で網代をあらわすものもある。匝恨はまず!'~の

上拙から棟方向に粘土紙を貼りたしのちに軒先を貼ったようである。軒高には正々にして軒先

のふJ量を維持するために，粘土紐の補強がみられる.届般の外i1iiiζは刷毛自の掴盤を施す.

64は河床式砧輯床節分の破片である。下の住総分と床以上の肢体とを一枚の粘土仮にっくり ，

位協升は日平凸fi?を貼りつけてあらわすが下位は置で切りぬいてあらわず.外国中起には上回

が平却な， (字形の障をつげる.また，自よりも下位の内側tζ拙位の粘土41?を貼りつげて床を

あらわす。 上 ・下の住および幅側の外町iζは幾何学的な世陥き文級を施す.なお，組佃の耳に

位目する1lil分iζ下柱の位置をuとめる昨の距摘さをとどめているo 65も商w揖部の磁Hである.

制継痕跡から，それが柱位置にあたるととがわかる.棋倒面には田と同組の銭何学的文線を箆

附きで施している。っくり方は64とかわら江い。 66は縮台部の間/lJI寵分の破片である.ほかに

茸通りと側通りの破片がある。その形は上回を平担にし，側輯を斜めに垂下 L，その外面ICは

寛柿きの佑子文綴を施す。 67は5!休部分の破片であり，住を11:総!とよってあらわす。 681まH手

で日平な磁円である。箆摘さ文で円姐をあらわす。耳imi乙制落の山跡があ勺て疑問もあるが，

~~体のー穏にかんがえておく.

2 畠形埴給 (69-花〉 居形制舗としては，笠宮s，四方帥鮫，納:llの';:どの磁J:があるが 竃

例体にまとまるものはないo 72-75は盟熔の破片である。司1部の状況は不明であるが，それtζ

よると，まず革台<llの上拙から粘土級を貼りたして笠の上半をつくり，その後IC下半舗をつく

るζ とがわかる。笠部の外I町には椀刷主目を施 L，内面は術側でによって制聾する。輯:llはほ

ぼ自立し， 外面にひだをあらわすが， 刷毛自の強閣によってあらわす(7，のものと a 此I!Iであ

らわす(7おものとがあるo 71は四方飾恒を支える柚<llである。畳皿の躍:llを欠くが，その内而

lこは出仮の位置を示す 2 本 I 組の剖融を+'~ 1ζ いれている。 69 ・ 70は四方帥仮の破片であるが

企形を知る乙とはでき江い.両面tζ直備さ文織を描くが，俗図は平塚 1-l}!.ttととと'"る.

3 眉形埴輸 (76・η〉 いずれも円向tζ粘土仮を貼りつけたものである。 76は側揖節分の破片 盾

である.軒端部を箆で11<ちおとし，織でによって臨終する。内問はIii自民での闘盤をおζない，

内向{ζ佳するll!舟の間酷tζ別の枯土を克闘する.また間睦を補強するためにある問簡をおいて
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拙位の粘土tl?を貼りつける。 Ji耐には，敏彰文，l!(由主などのX様を施している。談a31f!!を2

する便宜で，内外ともに丹惣をおとなう o 77も76と同じっくりの側輯部分の破片である.ただ

文線が761ζ比して間的であり.sIJ闘体のものである.

三角板式短 4 塩1jlJ!j地輸【78) 盟申 と1，'1日の聾する1百分と1.!f1j怒の細片がある。 78は甲部iζi!1!らなる
甲

品円筒形の甚台部!C1，ifトiを貼り たしている 01<而には三角辰式の盟申を推測しう る箆縮会主と ，

腹fZを示す斜絡子文をあらわす。 1，t間部の破片は，続線をいれ，そのnJliζ鶴鉱幽文を施して厳

しの状配をあらわすものである.

水島 5 水1.¥形補給 (79-81) 各恕分の小片で，全形をうかがっ ζ とはでき江い。 剖は薦節分の段

}'，である.粘土恒の側砧を現形iζ円'1りおとしている。羽以は且!il!せず，聞協との接合状配は不

明である。能貰色を~L ， 唖fio 81は足爪部分の破片で，叫古とおもわれる粘土恒のよに 3爪

を貼りつけているが 1mを火先しているo791玄関絡の破片である.断而が怖円形を虫ずる開郎

に琢彪の副都と ， 主出する鳴をつくる。嚇は I~線で上下にわかち， 訴古都は刺史文で 2 #孔をあ

らわずしている。顔聞のIt*!ζ竹行で両聞をあらわしているo tJi上級巻上げで中空につくるa

!If;土は3i白色を51し，軟置である.

6 動物J!j埴紛 (82-85) 動自をあらわす地愉1:があるが，その樋掴を磁定する ζ とはできな

かったo 82!;t左後間嘘俸の破片である.残存する下績はほぼ腫部に位置するのであろうが，乙

乙では信行商を卵形とし，それ以上を円形に粘土鍋を巻上げている.外国は給自慢でで闘聾する.

831玄関郎から足先に王る百状の破片である。粘土紋を断珂卵形"折曲げてつくる。外市は上か

ら下への/n自慢でで醐宣する。 85も断面円形を旦する脚の破片であるが，足先をつくりだし，三

橋 flJ ~の切込みをいれており ， 偶蹄自の動物である乙とがわかる.磁の脚であろ う か。 84は副怒

の破片である.中空の踊郎の正面は平州を包して枯土でふさぎ刺史文で2個の算孔を剖線で口

をあらわず.周は紡級形10切込んでぶわしている.色調 ・土Eから85と同一個体をなす可能"

もあるが， 型車からはl~の間犯であろう。

円筒泊鎗 (86. 87) 普通の円問埴絵と WI筒形円何M紛とがある.いずれも磁片で全}~をしる ζ

とができない。ともに此盟加cm前後，的13cmの問問で凸帯をめぐらしているようである。

円同地鎗 (87)は，第 3rtまでしかとどめないが，本来は 4条の凸4tiUで5段!と区画するもので

あろう。通孔は円形で第2段!と配するものと那 3段iζ配するものとがある。まず，#i止fi?で市

1白のJ.部をつくり，それ以上を給土級控上げでつくる。外而は綴刷主自の後，凸却を貼り，

九段を備刷毛闘で調整する.その昨，第2段以上は約 5cmの!出闘をおいて強調をつりるが，第

1段は掛刷E目は連続せず工具を器低Iから厳し，さきの刷芭日iζ!Rねる.また，描 l伐のも花園

℃口を略するものもある.そのほか，軍2段以上で，峨刷E日のあとで.lJf I.!t節分的に縦刷E

1'1を絡すものがみられる。内l市は左上方からお下方への指織でによって嗣整するが，謂 2凸拾

を壇にして上下がイミ連続をJEする。全体10粗い作りで ， 淡3i也を 2する歓!'lであ り ， n~理はない。

朝顔形地愉 (86)は，口IU<を欠き円向調iと口組偲との墳をとどめる破片によヲて存在をLる

にすぎない.岨$1乙凸拙をめぐらし，口祉却は外圧する。訂i':i<は弧織を繍いて円河:1<の凸JFに亙

るo rJ$外而にはさきに縦間E目をおとな今たのちに断桂する愉刷主口をお乙ない内刈は僚で

J~世する o [IU諸外出は縦刷毛目で，内ifiiは斜刷 E目を施す。 Wsドの凸JUの下位に円形孔を第

つものがあり .Jt摘抗敏文を入れるものもあるo 861孟砂主立が多く亦悩色を呈する舗便宜である。
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1 工モコ目 ，，~ 

fig. 2.' 古続出上須'"事実測鴎 E 司~ 1II 1 'H・ 2.3: t刷ゆ峨・ .，少 術論

須恵穆 ]jiJ方部西詰から柚給制iζ縫って現].(器を検出した。量(2)と祁(3)がある(fig.2I)G

在 (2) 頂部と口縁部との悶へ稜線は鈍(， 比眼的同平な頂部iζは左阿りのロ クロ削りを

おとなう。口掛端却は少しく内傾する。回世I4.2cm。

杯 (3) やや内傾する口輯端I.ilと甚畳絡の端郎とをまる〈おさめる。平らな庇郎外而は左

同りのロクロ削りとする。口径19.3cm，高さ4.&mo

m理器はいずれも表diilと背灰色を呈する部分もあるが，内面は暗赤紫色を旦し風化が著しい。

硬質である. ζれらの坦E器が平塚2号繍軍成時のものか，否かについては決め手はないが.

おそらく墳丘上に置かれたものであろう.同巨古潔静TKIO型式に踊阻する。

4 古墳の検討

ノト凶の~!綱田1f.で検出した古墳に閥述する温情は， いずれも向織ないしは盟骸にとどまり ，

3占JI!を比鮫するじゅっぷん江監料をえていない。

古境の術i倉 ウワナペ古i貨w:外拠の調査によ勺て，外拠の両日!と刷愉引をめく'らし，その内側の

斜Ifii!ζ説石を配し，外側{ζJ転倒りの液をー置にめぐらしているととが判明Iした.地愉抑'11ζはJ.l;I

JlIJとして嗣付円問地柏を用い，処々に ，rnl多地愉をのせた円間刷愉をおいた状況がうかがえた。

ζれはかつて剖宜されている陪家大和5号JI!の刷愉刊の状配とよく 一致しているJ 外酬の出

は，器具時代fζ埋立がお乙 t，;:われ，外拠iζ添って新しいiittCSD734)が聞かされた.ζの鳩は奈良

時代の道路の側溝としてかんがえる ζ ともできるが.lIi蜘陶器はどを合む比般的多い遺物から

すれば，奈良時代における睦基の修築ないしはその祭肩el<関連する近憎かもしれ江い.いずれ

にせよ，今日の剖貸でウワナペ古JI!の規校を推醐しえた ζとは火金t.収獲であった.

ウワナペ盲
境

!lJj! I号JI!. 2号JI!は西1Mする帆立目式前方後円JI!と前方後円績であり，ともに川滋をめぐ 芋Itl.2号棟

らしている.また.JI!丘にはま事石と組舗を配するが，外機にはそのよう江施控が伝かうた。破

2賞状況からすれば，平易ま l号JI!のほうがよく白ζ うている。すなわち，平塚2号績は平機京条

ljj!Q:由時lこJ;;滅的に破線されたが，平塚 l号JI!は前方絡および川協の磁域にとどまり ，後四I.il

は 1一六仰の居住地内K築山風iζとりとまれている。 ζの後円部の一郎がI 1869年の鉄週間丑時

まで存続したであろう乙とは.iI戸時代の法草寺制倒悶.1虫5年iζ作成された「京良Ilf法撃寺

町平i現地図J1<ょ・3てゆjらかである。乙のような悦円からすればι 現在近伐の不iIlキ埴内tζ保

イF されている凝灰岩の石相杭身や， 航浜市.:::::f;~闘に保 1I されている伝法硝:，'rlh土のおf1'í liが ，

この古抑iζ鴎する縫いもでてとょう。

・ 4日山同氏以史跡>'...天然配念物調査紗脚4紛JI州
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!A鎗 ウワナペ古JJnu外担で検出した円筒埴鎗および掛付円悶油絵は，陪軍務の 1訟である

大和5号1ftの柿倫.調f印刷ζ毘聾した1ft丘IIIから抗出した地愉J1とよくー草しており，ウワナ

ペ占1ft軍成時のものとみてよい。

内向植舗 ・踊1-1内向埴舗はともに，口匝と出置との量があまり江い7段の円筒形につくる。

その製作工砲はつぎのように縫制した。まず給土品で基部をつくり ，その上iζ枯土級を在上げ，

円向を形成する。 円向柑紛では 2ft分を巻上げ単位とし， 世休を4哩上げl!ll.i也で仕上げる。

その成形は一気におと江ったものではなく ，買12怨上げ単位をつみあげたのちー且乾埠をおζ

ない， その後陀出 3 ~上げ11l位以上をつみあげる。外面の悶艶ではさきに縦刷毛口をかけ ， そ

のよIζ-:.i:の間隔をおいて休止する断続抽刷E口をお乙江う。内ifiiの悶盤f;t!lT搬でを主とし，

縦刷主日と縞刷E口を酢用ずる。魁付円問地総もおおむね円何Ijj舗に1111じてつくるが，その-

;~I'ζ昌上げ111位が凸fi?と対比、して ， 74上げ単位でつくる ものがある〈飾付円筒峨倫')0外国制

監は縦捌E口と断位憐刷毛白とでお乙ない，内而湖盤は世上げIII位Cとの縦刷毛闘である。乙

鐙法の新閣 のような成Jfj・悶盤技法は，円筒紘愉と輯付問問植鎗8のそれにくらべてより占い聖書であ

り，ワ ワナペ古墳の組舗には新旧の技法が共存している ζとになる.

平l!Il号墳の円筒埴舗は小型であるが，口瞳とほ荏との盛があまり大きくない円筒形を呈す

る。全体を5段につくる円問埴姶は4逆上げ1111立によ勺て成形され，内外の醐盤佐は ウワ ナベ

古墳の円筒埴舗と同じである。しかし，胎土iとは組い砂をふ〈み，同E自の街庄が組<.ワヮ

ナペ占1ftの楠愉IC比して継I雑伝っくりである点はまぬがれない。大きさや船土などに相途点が

あるとはいえ.乙の2古1ftの組鎗がほぼ同じ時期iζ共存する可能性はつよいa

平l!I2号1ftの円筒櫛舗については全形をしりうるものがなく ，書上げ単位をたどる ζとはで

きなかったが号墳の円問地舗とほぼ同じっくりである。ただ 2号墳の出合では内面醐盟

の主流が術慢でであり，問主目が口昌認IIナ近に限定されている乙と ，口1l¥がほi呈よりも大きい

などの点において相過する.とのようなことからすれば，平塚 l号1ftよりも平塚 2号墳の組曲

のほうが少しく新しい傾向を示しているといえよう。

県環 Ijj舗の検討に聞して . 出成時にm~をそ生じているか百かがEλな 11日届となる。すなわち ， 出

斑を生じる比般的軟世のIjj愉は，土師Eなどと同じく脊3棋をIIJいずに揖成したものであり ，m斑

を欠く比般的使買の組舗は，響2貨によって控成した可能性が強いからであるJ 乙の相途は，ft((

愉生直におげる つの大きな画期としてとらえるとともできる.さて，平塚 i号l/tでは.すべ

ての地鎗に出斑現象がみられる.しかしながらウワ ナペ古明と手塚2号l/tの植備には，m~EI三

作織であり，決黄色ないしは灰黄色をおびた使買のものをふくんでいる。さらに，それらのむ

かには，従来から「罰:mfl櫨鎗Jとよばれてきた赤紫色を呈する硬質の組舗をふくんでいる。乙

の団のIjj舗はワ ワナベ古境の追出し付近で保mした 酵の~lli器片ときわめて醐阻しており ，

両者があたかも悶じ響官で焼成したかの感をうける。 :1\~短のない地舗は， 須.í!.{器耳の i!J.入およ

び普及という段併の所産とするのが亙当であろう。 ζのよう'.みかたからするならば，B!iWlを

悼して存産する 3~î!ttの自il後間部は ， 3ftま l 号 IJl，ヲ ワ ナベ IliJft，平塚 2.I~. J1I:という順序にな

る.そうして ， ワ ワ ナ ベ占墳の年代は ， ~jV!Cr.i:1\の開始とされる 5 世紀中揺を遡ら江いことにな

る。しかしながら，上述のように平嫁 1-¥} Jftとワワナペ占l/tとがほぼ同時期{ζ軍成された可能

・111 附'~和「紙始研究の2棄却J(史休 m56 '~ " I} 1973. 1>. 108) 
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性もつよい。というのは，さきにのべたように.1車M・掴盤の面でより古い下怯を一部にとど

める ウ ワ ナペ古IIIの柑舗が， 新しい出庇技法をI~m し ， 古い成形 ・ 悶艶手法をとどめていない

平塚 1号111の埴舗が古い肱成並世にもとずいているからである。それは l極の過誼JIJ現象とみ

るζとができるとともに，新控術の保mみられる時期畳は造草者のもつ何回力の優賞IC起因する

のであるう。

ウワナペ古績の埴舗が侵尭で木型品である ζとや製作並世がきわめて多量にのぼる ζ とから 製作体制

すると，平畢 1号墳の場合とはととなる悶絶した柿鎗製作体制を維持していたとみるべきであ

ろっ。その体制内には，成形 ・調整手訟にみられる保可的な伝統性を温存する.と同時/C.革

新的な新しい続出の技術が初期Ju!.t器の掛合と同じように独占的に県有されたのである。平塚

l号111の組愉型作の体制はあらゆる面でウワナペ占壇のそれよりも劣っていたとみ怨ければな

るまい。そのζとから，成jfj・醐堅手法のi匝で新しい手怯を導入しえても.1定成段階での新技

術を早呈する体制にはかったのである.

近出して軍泊するウワナペ占墳と平塚 l号墳の聞におげる柏鎗盟作lζは賢複な桂術史抗は存

在しない。だが.*li! 2号111とウワナベ古111との聞にt合若干の類似関係がみとめられる.それ

は2号墳において，新しいt知点誌を毘JIJしている ζとや，占形埴鎗の煩阻という点である.す

伝わち，草の笠現51ζ凸':liをつくらず.1<郎を目立させ.JU的きiJ:絞または抑圧肢で ヒグをあら

わすMn震が，平嫁 i号墳になく ，ウ ワナペ占墳に存在するからである。つまり平塚 l・2号潰

の埴紛が同一系統上の地鎗出作体制内でつくられたとすれば 2号墳の段階になってつワナペ

古111の捕倫世作体制との宜流がお乙なわれたζ とに広る.

古漬群 佐紀町~J古 t.ttr.J111 rとおけるウワナペ占1]¥については，主として占墳の平副担絡の岡田

から多くの研究者が古及している@しかし，今回の踊世では杭極的iζ古墳昨の問題を治じる畳

料がないので，ζζではそれにふれないことにする.

平塚 1・2号1]¥の1);j駆的な占墳としては不ilif防車山古収があり，ζの古墳との位出関係から

すると .3革の古1]¥が同一系;告につながる可能性はつよい。他方.1111巴の状況からすれば，ワ

ワナペ古墳はコナベ古岐におくれて措成されたとする通説は妥当的なと ζろであろう。つま

り，佐紀眉列古IlInlの酉局面に不退守裏山古j責務とでもいうべき l聡の古墳携が躍している状況

を呈している.平1i!I <;-1]¥はウワナペ古1]¥'ζ先行する可能性らあろうがI SJl!i! 2号墳は切Iかに

ウワナペ占IJ¥の築成也につくられている.さら!とワワナベ古111と平塚 2号1]¥との聞には地紛型

作のiiuで踊似性があり ，両占墳が主従関町、にある乙とをJ、している。聾するに平塚 2-1}坦の段

貯になって不辺守車山古墳昨は佐紀前列古J.tt l1~rζ くみ乙まれ陪家になったのではあるまいか。

ウ ワナペ古績の北方の間家群については発~.された聞があり Y 地鎗からすれば，陪家併には

2極閉がある。大和5号墳のように主111とまうたく同じ拙舗を樹立する掛合と，大有13号績の

ように小型で粗雑芯地備を樹立する唱合とである.ζれは，ウワナベ占墳の陪家lll'ζ，主績と

同じ技術集団によ勺て築成されたものと，車域のみの剖簡をうりそれ以外の1mでは独自に聾成

したものとの 2耳、刊が作在した乙とを示している。平塚2号111が後者の系列にほいる ζ とはい

つまでもない.そして，ζの耐ブii灸円111の軍成が，佐紀U7'1J i!i' t.tt r，f.の終民でもあ勺た。

• i持良県『奈良以史跡名勝天然記念物調Ji抄'使 館4紛J1似 9
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